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赤いポスト 

家庭教育支援協会理事長 

二川 早苗 

デンマークの郵便配達が終わった。 

2025 年 12 月 31 日、400 年続いた国営郵便「ポストノルド」の手紙配達が終焉を迎え

た。 

街に残る 1500 のポストも、やがて姿を消していくという。理由は単純だ。デジタル化

に伴う郵便利用の激減である。手紙を書く人が、ほとんどいなくなった。 

この国も、例外ではない。年賀状も暑中見舞いも、いただく数がめっきり減った。年

賀状じまいの知らせを年賀状で受け取る。そんな少し不思議な光景に、いつのまにか慣

れてしまった。 

代わりに、SNS では「あけおめ！」「ことよろ」が、日付をまたいで瞬時に届く。距離

を気にせず、ビデオ通話で顔を見ながら「おめでとう」と言うこともできる。 

それはそれで、悪くない。 

けれど。 

何度も手に取り、文字の向こうにいる相手のいまを想像する、あの時間はなくなった。 

私は、子どもが中学・高校の頃、よく手紙を書いた。東急ハンズで便箋と封筒をまとめ買いしては、手紙を出し

た。子どもが、全寮制の学校に入っていたからだ。何を書いていたのか、ほとんど覚えていない。きっと、他愛もな

いことばかりだったのだろう。 

「どう？元気？」 

そして最後は、決まって同じ一文だった。 

「帰りたくなったら、いつでも帰っておいで」 

同じ言葉を、何度書いただろう。それは、子どもに向けてというより、自分のなかにある何かを、確かめるような

行為だったのかもしれない。面と向かっては言えない言葉が、手紙の中では、すっと置くことができる。 

便箋を選ぶ。 

封筒を選ぶ。 

インクの色を選ぶ。 
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切手を貼る。 

その一つひとつの行為はわずかな時間だが、その時間は、まっすぐに相手へと向かっている。だからなのだろう

か。手紙には、触れたときの温もりがある。 

デジタルは、速く、正確で、便利だ。 

アナログは、それに比べて少し遠回りだ。 

デジタルの利便性を否定するものではない。しかし、時間をかけて言葉を紡ぎ、相手に手渡すように伝える営みに

は、代えがたい意味がある。 

家庭において伝えられるものを「教育」と呼ぶならば、家庭教育とは本来、このような手触りを伴う営みではない

だろうか。時間をかけ、繰り返し、時には間違え、その跡さえも受け止めながら育まれていくもの――そこに、人が

人を育てる本質があるように思う。 

新年度が始まった。家庭教育支援協会では、今年もお便りをお届けする。 

夏には暑中見舞いを。 

冬にはクリスマスカードを。 

もし手元に届いたら、すぐにしまわず、ほんの少しだけ、手にとどめていただけたら嬉しい。 

活動報告① 家庭教育支援協会令和７年度第１回研修会 2025年 5月 10日（土） 

認知症については、以前から 2025年問題として高齢者の５人に１人が認知症になるといわれて、大きく取り上げられ

てきました。そこで今年 2025年になっているので、改めて認知症になってもできることはいろいろあるという事と、住

み慣れた地域で自分らしく生きることができるという事を知ってほしいと思います。 

認知症のイメージとしては、「何もわからなくなってしまう」「怖い」「絶望」などマイナスイメージ多いです。しかし、認知症

に対して過度なマイナスイメージを持っていると、症状があっても受け入れることができず、適切な治療や支援につながら

なかったり、社会的に孤立することがあります。 

そもそも認知症とは、さまざまな原因により、脳の働きに変化が起き、日常生活に支障が出ている状態の事です。 

認知症の原因となる病気で一番多いのが、アルツハイマー型認知症。主な症状はもの忘れなどです。次に多いのが、脳

血管性認知症。症状は、脳梗塞や脳出血を起こした場所によって異なります。続いて、レビー小体型認知症。主な症状は，

幻視などです。前頭側頭型認知症。社会的な常識に適応しない言動や、同じ行動を繰り返す。ほかにも認知症の症状とし

ては、手の震えや歩きにくさが表れることもあり、この場合、認知症だと気づかず、受診が遅れてしまうこともあります。 

認知症の症状は、中核症状と周辺症状という 2つに分けられます。 

中核症状は、脳の機能低下によって起きる症状で、もの忘れ、仕事や家事の段取りが難しくなる、時間や場所がわから

なくなる、空間把握が難しくなるなどです。 

一方、周辺症状は、中核症状が起きた結果、心理・行動の変化が起こる、二次的な症状です。攻撃的な行動や徘徊、妄想

なども、周辺症状と言われています。 

認知症かも？と思ったら、相談窓口に行ってください。 

相談窓口は、市町村に設置されている地域包括支援センター、そのほかに、認知症初期集中支援センター、認知症疾患

医療センターなどがあります。 

認知症のケアについて、脳活性リハビリテーション５原則があります。 

❝快“刺激を与え、笑顔のコミュに―ケーション、ほめあい、役割を演じ、失敗を防ぐ支援です。 
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認知症の予防として、運動・栄養・社会参加で、ストレスを溜めずに自分が好きなこと、継続できそうなことを選び楽しむ

ことが大切です。 

最後に、介護者になった場合、ご自分の心身の健康を守るために、一人で抱え込まない・介護を休む時間をつくる・自分

らしさを大切に・ストレスの解消法を見つける・介護者同士のつながりをもつというポイントがあります。 

認知症の方は、わからないことやできないことが多くていつもすごく心配で不安です。皆さんがご本人の気持ちに寄り

添ってあげるとホッとするし、嬉しいし、あたたかい気持ちになると思います。誰しもが加齢によって認知能力が衰えてく

る中、安心して地域でお互い様の気持ちで温かく見守っていってほしいと願っています。（キャラバンメイト 城条 洋子） 

活動報告② 日本家庭教育学会 第 40 回記念大会 2025年 8月 23日（土） 

日本家庭教育学会第 40回記念大会（2025年 8月 23日、貞静学

園短期大学）は、「家族を思い、家庭に依り、共に生き共に育つ」

をテーマに、あたたかな雰囲気の中で開催されました。1986年の

第 1回大会から 40年を迎え、これまでの歩みを振り返りながら、

これからの家庭教育の姿を見つめ直す大切な節目となりました。 

午前の口頭発表では、「学習に支援が必要な子どもに自信を与え

る育て方」「早寝早起きの生活習慣がもたらした家族の絆」「仕事

と家庭を両立する母親の家庭教育意識」など、家庭教育の現場に

寄り添ったテーマが並びました。どの発表も、子どもを支えるた

めの視点が込められており、参加者が自分の家庭を重ねながら耳を傾けている様子が印象的でした。 

午後の全体会では、日本家庭教育学会会長である佐藤貢悦氏（筑波大学名誉教授）が「回顧と提言」を行

い、家庭教育学の構築がまだ道半ばであることを示されました。家族の語り（ナラティヴ）を大切にし、理論

と実践を往還しながら、情報を見極める力を育てる必要性が語られました。 

続く討論では、家庭教育支援協会、スコーレ家庭教育振興協会、東京家庭教育研究所などが登壇し、それぞ

れの歩みを振り返りました。特に家庭教育支援協会の二川理事長からは、協会が大切にしてきた「幸せな家庭

づくりを応援する」という理念のもと、地域での学び合いや、家庭の温かさを育む取り組みについて、これま

での実践を丁寧に振り返るお話がありました。その言葉は、家庭教育の原点を思い出させてくれるようで、会

場に静かな共感が広がりました。 

わたくし自身も今回の大会に参加し、家庭教育の歴史と多くの方々の思いに触れることができ、本当に参加

してよかったと感じています。家庭の中での小さな関わりが、子どもの未来を支える大きな力になることを改

めて実感し、明日からの自分の関わりにも温かい視点を持ち帰ることができました。 

40年の歩みを胸に、家庭・地域・学校が手を取り合う「共育」の未来に向けて、新たな希望を感じられる大

会となりました。（尾形 有三） 

活動報告③ 家庭教育支援協会令和７年度第２回研修会 2026年 2月 14日（土） 

弱さを力に変える―ケアの倫理が開く社会の構造― 家庭教育支援協会理事長 二川早苗博士 

二川理事長が継続して研究されている「ケアの倫理」についてわかりやすく講演いただきました。 

人間は生まれてすぐ自立できる多くの哺乳類と違い、他者のケアが欠かせない弱い存在として生まれる。依存から

始まる関係の中で成長する存在であり、それは生涯続くと説くものである。そして「弱さ」こそが互いを支えあう社

会を作る出発点であるという結論に至る。 

早々に子育ては家庭の責任であるか、社会の責任であるか問われました。あなたはどう考えますか？ 
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家庭教育を学ぶ私たちであれば答えは一つだと信じますが、今の日本社会は家庭の責任であるとする傾向が強く、

困ることがあっても家庭から「助けて」が言い出しにくくなっています。さらにケアが必要な者こそ「助けて」を言

う力に乏しく、ますます家庭は社会から孤立する。「助けて」が言えないことで支援が必要なことが伝わらず、追い

詰められた親の心理的負担が子育て環境に影響を与える。反対に「助けて」と言って良いことを知る家庭の子は、必

要な時に SOS を出せるように育ち、また誰かを助けることもできるでしょう。 

このことは、個人の問題ではない。依存することは特別でも例外でもなく、その関係性こそが社会の基盤を作ると

のこと。 

講演が終わり、質疑応答及び意見交換の時間には、実際にケアが必要な子どもや家庭に関わる参加者からみた家庭

の状況や社会への意見が飛び交う中、力のある子どもにとってはそこまでの支援は必要でない意見もありました。ど

ちらもその通りだと考えます。 

ケアが必要ない人間はいない。人間すべてがケアを必要とする存在であることを前提として、それぞれのステージ

に見合ったケアが制度化されて見える化されることが成熟した社会への一歩であり、ケアの倫理が開く先となるので

はないかと思わされる研修会となりました。（田光 江実子） 

活動報告④ 家庭教育師・家庭教育アドバイザー交流会 2026年 2月 21日（土） 

日本家庭教育学会の歩みから見える家庭教育 筑波大学名誉教授 佐藤貢悦 

 

創立 40 年を迎えた日本家庭教育学会の歩みを振り返りながら、佐藤貢悦先生は「家庭教育における事実は、ナラ

ティブの中にこそある」との考えに至ったと語られた。もちろん、このことは学術的考察の必要性を否定するもので

はない。むしろ、学術研究はナラティブを補完するものとして位置づけられるべきであるという立場である。 

確かに、日本学術学会は学問の殿堂であり、日本家庭教育学会もまたその一翼を担っている。しかし、家庭教育は

人の生き方や日々の暮らしと密接に結びついており、理論のみで完結するものではない。だからこそ、ナラティブが

重要となるのである。 

一つとして同じ家庭は存在しない。この事実は、多様性を受け入れるということにほかならない。家庭という最小

単位の共同体におけるナラティブを尊重しつつ、社会の中で共生していくためには、多様性への理解と尊重が不可欠

であると、佐藤先生は指摘する。 

さらに先生は、『論語』に由来する「和而不同」を引用しつつ、「己の欲するところに従えども矩を踰えず」という

言葉を紹介された。これは、人間関係において他者と調和しながらも、道理に反してまで安易に同調しない姿勢を意

味する。また、後半での孔子の言葉の引用からは、先生ご自身がそのような境地に近づいていることもうかがえる。

欲望を無理に抑え込むのではなく、自然な心の動きに従いながらも、道徳的規範を逸脱することのない、自由でしな

やかな在り方である。 

講演ではまた、近年親交を深められた NPO 全国家庭教育支援センター理事長・山本チヨエ先生についても触れられ

た。山本先生は「一人が百歩進んでもだめで、皆が一歩ずつ進むことによってしか物事は成し得ない」と語られてい

るという。長年、居場所づくりに取り組んでこられた実践者ならではの現実に根ざした言葉である。この言葉は、先

に述べた「和而不同」とも通じる。協調しながらも、それぞれが主体性を持って歩むことの大切さを示している。 

日本家庭教育学会もまた、このような姿勢をもって歩みを進めていくとき、新たな地平が開かれていくのではない

だろうか。（二川 早苗） 

＜編集後記＞ 

今号の編集を通して、この一年の活動をあらためて振り返る時間となりました。研修会や大会、交流会など、皆さ

まが寄せてくださった言葉や表情が思い出され、その一つひとつが協会の歩みを支えているのだと感じています。ご

寄稿や温かい応援をいただいた皆さまに、心より感謝申し上げます。昨年は、日本家庭教育学会第 40 回記念大会へ

の参加を通して、家庭教育の原点に立ち返る学びが多くありました。二川理事長のお話から、家庭の中にある小さな

営みの大切さをあらためて感じることができました。会報誌が皆さまと協会をつなぐ“お便り”であり続けられるよ

う、これからも丁寧に紡いでまいります。今後とも「みんなのコラム」へのご投稿やご意見をお寄せいただけました

ら嬉しく思います。（尾形 有三） 


